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1. 試験開始の指示があるまで、問題冊子および解答用紙には手を触れないこ と。

2. 問題は 4~8ページに記載されている。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、 ページの落丁・乱丁及び解答

用紙の汚損等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせること。

3. 解答はすべて、 HBの黒鉛箪またはHBのシャープペンシルで記入すること。

4. マーク解答用紙記入上の注意

ア

ィ
ゥ
工

オ

(1) 印刷されている受験番号が、自分の受験番号と一致しているこ とを確認したうえで、氏名櫂に氏名を

記入すること。

(2) 所定欄以外に受験番号 ・氏名を記入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

(3) マーク欄にははっきりとマークすること。また、訂正する場合は、消しゴムで丁寧に、消し残しがな

しヽよう によ く消すこと。

マークする時f― 良い〇悪い〇悪い
------------------------------------・・.. __.,.. ----------

マークを消す時〇良い〇悪い 0 悪い

(4) 分数形で解答する場合の分母、および根号の中の数値はできるだけ小さな自然数で答えること。

． ウ ，..•に はそれぞれ、 59, -58, .., -2, -1. 0, 1, (5) 問 lから問 5までの :□［ロ ロ
2, ・・・, 58, 59のいずれかが当てはまる 。 次の例にならって、マーク解答用紙のア イ ． ウ． • ••で示され

た欄にマークして答えること。

例 l アに3、イに一5、ウに30、エにー24、オに0と答えたいときは次のようにマークするこ と。
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゜゚ ゜ ゜例2 日〗 x3+ 日〕 炉＋巳□ x 十巳］に 一炉＋炉ー 1 と答えたいとぎは、 ロバに 一 1、 ［日
に1、 巳］ に0、 三］ に一1を入れること。

5. 解答はすべて所定の解答欄に記入すること。所定棚以外に何かを記入した解答用紙は採点の対象外とな

る場合がある。

6 試験終了の指示が出たら、すぐに解答をやめ、筆記用具を罹き解答用紙を哀返しにすること。

7. いかなる場合でも 、解答用紙は必ず提出すること。
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【問 1】

(1) 2, 3,4,.. ・, 13の12個の整数の中から異なる 2個を無作為に取り出したとき，

戸
それら 2個の整数が互いに素となる確率は である．

巳
(2) x2 + x + l = 0のとき，翌＋x＝□：である．

(3)sn+5>llnを満たす自然数nは［；］個ある．ただし，log511 = 1.49とする．
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【問 2】

不等式
3 

logi16 -x2 -yり；；；；—＋ 2log16(2 -x) 
2 

を満たす点P(x,y)の中で， x座標と y座標がともに整数であるものは□［］個ある．
このうち， x 座標が最小となる点は（口［］，口~)である．
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【問 3】

座標空間における 2点A(2,-3,-1)とB(3,0, 1)を通る直線を hとし，直線l]に

関して点 C(l,5, -2)と対称な点を Dとすると， Dの座標は([:]， ［：]，[2])
である．また，点 D を通り hと平行な直線を hとし，点 Pが直線 h上を，

点Qがxy平面上の直線y=-x+4上をそれぞれ自由に動くとき， 1祝卯の最小値は

三］である．
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【問 4】

ロ関数y=がsinxはx= a (0 < aく汀）において極値をとる．このとき， a＝ ---n 

三］
である．また，曲線y= ex sin x (0 ~ x ~ a)と直線x= aおよびx軸によって

囲まれた図形を x軸のまわりに 1回転してできる立体の体積 Vは，

である．

p＝ロ
口

として，
三 ePrr+[EJ

V=  

ロ
冗
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【問 5】

座標空間に点 C(O,1, 1)を中心とする半径 lの球面 Sがある．点 P(0,0,3)から

Sに引いた接線と xy平面との交点を Q とする． PC.PQ = tiPQIと表すとき，

t＝三］である．点Qは楕円上にあり，この楕円を

(x + b)2(y＋d)2 
+ ＝ 1 

a C 

とするとき，

a＝□，b＝げ］， C＝ビ］，d＝区］

である．

また，点 Pに点光源があるとき，球面 Sで光が当たる部分を点 Rが動く．ただ

し，球面Sは光を通さない．このとき，線分PRが通過してできる図形の体積は，

2万・
旦］＋口ご

匡
である．

［以下余白］
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